
 

 

カ ン キ ツ 園 に お け る ロ ボ ッ ト 草 刈 機 の 導 入 方 法 の 検 討  

柑 き つ 振 興 セ ン タ ー  〇 西 隼 太 郎 ・ 村 本 和 之 ・ 増 冨 義 治 * 

 

背 景  

ロ ボ ッ ト 草 刈 機 の 導 入 は 、省 力 化 や 安 全 性 向 上 、難 防 除 雑 草 へ の 対 応

と い っ た 面 で 利 点 が 大 き く 、落 葉 果 樹 園 で は 普 及 が 進 ん で い る 。こ れ に

対 し 、 カ ン キ ツ 園 で の 導 入 は ま だ ほ と ん ど 進 ん で い な い 。  

 

目 的  

カ ン キ ツ 園 に お け る ロ ボ ッ ト 草 刈 機 の 普 及 を 促 進 す る た め 、導 入 手 法

や 運 用 上 の 留 意 点 、 ト ラ ブ ル へ の 対 応 策 な ど を 明 確 に す る 。  

 

具 体 的 な 成 果  

１  カ ン キ ツ 園 で ロ ボ ッ ト 草 刈 機 を 稼 働 す る と 、機 体 上 部 の ス ト ッ プ ボ

タ ン へ の 下 枝 の 接 触 や 、低 く 垂 れ 下 が っ た 枝 と 地 面 の 間 に 機 体 が 挟 ま

る 停 止 ト ラ ブ ル が 頻 発 す る （ 図 １ ）。 こ れ ら の 対 策 と し て 、 ① 下 枝 の

高 さ （ 地 上 高 35cm 以 上 ） の 確 保 、 ② 杭 の 設 置 に よ る 枝 下 へ の 進 入 防

止 、③ ス ト ッ プ ボ タ ン へ の 接 触 防 止 カ バ ー の 装 着（ 図 ２ ）を 実 施 す る

こ と で 、 ト ラ ブ ル を 効 果 的 に 回 避 で き る 。  

 

２  潅 水 チ ュ ー ブ の 破 損（ 図 ３ ）や 摘 果 果 実 の 切 断 に よ る 緑 か び 病 菌 の

増 殖 に つ い て 、 刈 高 を ７ cm に 設 定 す る こ と で 回 避 で き る 。  

 

３  カ ン キ ツ 園 に 多 い 小 面 積 園 地 で の 利 用 を 想 定 し 、１ 台 の 機 体 を 複 数

園 地 で 巡 回（ ロ ー テ ー シ ョ ン ）運 用 す る モ デ ル を 検 証 し た 。10ａ 規 模

の 園 地 に お け る 草 刈 り 所 要 日 数 は 約 ４ 日 で あ り（ 図 ４ 、５ ）、24 日 周

期 で 運 用 し た 場 合 、1 台 で 最 大 ６ 〜 ７ か 所 の 園 地 を 管 理 可 能 で あ る と

試 算 さ れ る 。  

 

４  防 風 垣 で 分 断 さ れ た 隣 接 園 地 に 連 絡 通 路 を 設 置 す る こ と で 、機 体 を

運 搬 す る こ と な く １ 台 で 一 体 的 な 管 理 が 可 能 と な り 、作 業 効 率 が 大 幅

に 向 上 す る （ 図 ６ ）。  

 

５  本 実 証 の 結 果 を 反 映 し た「 果 樹 園 に お け る ロ ボ ッ ト 草 刈 機 の 導 入 マ

ニ ュ ア ル 」 を 作 成 し た 。  

 

 

*現 岩 国 農 林 水 産 事 務 所 農 業 部  
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図４ ロボット草刈機による草刈り進捗状況の推移（面積比率）
A園は水田転換園でクロノスMR-400を使用、F園は斜面のテラ
ス園でクロノスMR-301を使用
いずれの園地もメヒシバとオオアレチノギクが主要雑草
R7年6月13日にロボット草刈機を停止し、7月7日に再稼働して
草刈り進捗割合を調査


